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新緑の季節となりました。気温は 30℃を超える日もあり日本の四季は変わりつつあるでしょうか。 

とは言え、季節の変化を十分に感じることはできます。四季という価値観は世界でも他にはないでしょう。

四季は時間の流れを自然の変化に合わせて感じ取る素晴らしい日本の文化の１つですよね。 

日本文化はジャパニーズクールと表現される漫画やアニメだけではないのですよ♪最近の気候の話題は、

異常気象がどうこうと、そのことを考えるのも大切ですが、季節の変化を日本人の特権として楽しみたい

と思う今日この頃です。（あ、、、雨も楽しみたいですね・・・） 

介護の話題では『認知症と共生する社会』が気になっております。 

認知症ではなくても車の事故のニュースなど話題となっているため、 

若干恐ろしくもありますが、それに向けた努力をすべきかもしれません。 

そこで今回の商品紹介は徘徊感知機を取り上げました。 

【共生】に向けた一助となる商品かもしれません。 

裏面は住宅改修（スロープ工事）を紹介してます。お時間のあるときにご覧いただけると幸いです。 

 商品紹介 iTSUMO DOOR(いつもドア) 

1 割負担 1,200 円 
2 割負担 2,400 円 

3 割負担 3,600 円 

ﾌﾟﾗｽ実費  500 円 

 

ご利用料金 裏面はスロープ工事の事例紹介です。 

予防介護の面から考えると日常生活の動作を 

補助することが健康維持につながります。 

iTUMO DOOR(いつもドア)を含めた福祉用具

や住宅改修などのご提案の際は予防の目線を含

めた内容を心がけています。 



すがはら式 住宅改修（スロープ工事）の事例紹介 

建築のプロが考える福祉介護のお手伝い  
住宅リフォームは菅原建設にお任せください！ 
 

プロ目線の施工ポイント（1級建築士・1級建築施工管理技士・福祉住環境コーディネターからのコメント） 

スロープは傾斜角度を抑えるために出来るだけ長くなるようにしました。ただし、全体の景観と屋根雪の 

捨て場を考慮して庭の右側には手を付けたくないとの要望でした。  

また、スロープ工事に際しての当初ニーズは将来的な車いす利用を想定してとのことでした。 

そこでスロープ工事の設計に合わせて、現在の歩行補助となる手すりの取り付けを提案した 

ところ、ご了承頂けました。潜在ニーズも満たすことができ、良い仕上がりとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当者からのコメント 

今回の工事は富山市の補助金を 

申請する予定であったため、昨年よ

りご相談を受けていましたが、工期

は今年度初めの 4月からとなりま

した。補助金を利用する場合は制

度の要綱上抑えておくポイントが

ありますので注意しましょう!! 

補助金を利用することでご利用者

様の負担は少なくなり、 とても喜

んで頂けてました。 

介護保険制度の住宅改修以外で

も条件を満たせば利用できる制度

があるかもしれません。 

菅原建設㈱ライフケア事業部にお

気軽にご相談ください。 

≪after≫ 

なんということでしょう!! 

≪before≫ 

車いすもスムーズに 

石畳みの階段から手すり付きスロープへ 
これで安心して歩けます 

庭の石段・石畳を 
歩くのは不安… 


